
 酸化亜鉛（ZnO）は古くからからジンクホワイトとして知られた顔料で、光吸収
が起こる紫外光を照射すると、電気抵抗が減尐する性質（光導電性）があること
が知られていた。 

 井上、小門、山口らによって研究が開始された1958年当時は、書類のCOPY

（複写）を得るには写真に頼るしか方法がなく、普通紙が利用できる今日の
Xerography方式の複写機（Xerox 914）が米国で発表されたのが翌年、1959

年という時代であった。 

 酸化亜鉛を樹脂に分散したものを紙に塗布した酸化亜鉛感光紙は米国の
RCA社でエレクトロファックスとして技術開発が行われ、日本を含むいくつかの
企業で実用化が行われたものの、この方式は感光紙の上に直接、トナー像を形
成するもので、紙も厚く、文字を書き込みにも不都合なものであった。 

 井上、小門、山口らは酸化亜鉛-樹脂分散系の光導電性の基礎物性、帯電特
性、色素の添加による増感、電荷受容性物質による増感効果などについて精力
的に研究を進め、これらの成果を40報近い論文として報告をした。 

 この成果は、わが国初となる普通紙を用いるXerography方式の複写機の実
現や電子写真方式をもちいたオフセットマスター（オフセット印刷用刷版）のため
の感光体‐色素増感した酸化亜鉛を樹脂に分散した感光体の実用化に大きな
役割を果たした。 
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